
市民・介護食育・子ども
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平
成
24
年
７
月
９
日
に
住
民
基
本
台
帳

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
転
出
の
際
に
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
返
納
す
る
義
務
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
は
市
外
へ
転
出
す

る
場
合
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
一
度

返
納
し
、
転
入
先
の
市
区
町
村
で
新
た
に

申
請
し
て
再
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
７
月
９
日
か
ら
は
転
入
先
の
市

区
町
村
長
に
対
し
て
継
続
利
用
の
申
請
を

す
る
こ
と
で
、
原
則
と
し
て
引
き
続
き
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
継
続
使
用
を
す
る
た
め
に
は

　

転
入
手
続
き
の
際
に
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
窓
口
に
提
出
し
て
、
継
続
使
用

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
、

カ
ー
ド
を
交
付
さ
れ
た
時
に
登
録
し
た
暗

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
若
々
し
く
元
気
な

毎
日
を
送
り
た
い
…
…
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

体
操
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

適
度
な
運
動
で「
体
」の
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、「
脳
」の
健
康
に
つ

い
て
も
読
み
書
き
や
簡
単
な
計
算
な
ど
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
認
知
症
を
予

防
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
要
介
護
認
定
を
持
っ
て
い
な
い
、

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、「
脳
ト
レ
」で

有
名
な
東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教
授
ら
の

研
究
成
果
に
基
づ
い
て
開
発
さ
れ
た
教
材・

学
習
方
法
を
使
用
す
る「
す
っ
き
り
脳
の
健

康
教
室
」の
実
施
を
市
内
の
各
地
域
で
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
規
教
室
開
校
の
た
め
、
運
営

主
体
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
グ
ル
ー
プ
を
募

証
番
号
を
入
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
顔
写
真
付
き
の
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
場
合
は
カ
ー
ド
の
裏
面
に
新

住
所
が
記
載
さ
れ
、
引
き
続
き
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
電
子
証
明
書
の
機
能
は
失
効

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
注
意

　

転
入
先
の
市
区
町
村
で
の
条
例
利
用

サ
ー
ビ
ス（
自
動
交
付
機
利
用
機
能
な
ど
）

の
実
施
状
況
な
ど
に
よ
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
継
続
利
用
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
場
合
は
従
来
通
り
の
取
り
扱
い
に
な

り
ま
す
。
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

食
事
は
健
康
づ
く
り
の
基
本
で
す

　

毎
日
の
食
事
は
、
お
腹
を
満
た
す
だ
け

で
は
な
く
健
康
な
身
体
を
つ
く
り
、
豊
か

な
人
格
形
成
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の

で
す
。
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
、「
食
」に

つ
い
て
ゆ
っ
く
り
考
え
る
時
間
は
な
か
な

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、「
食
」に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？

　

食
卓
は
家
族
団
ら
ん
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
大
人
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど

も
た
ち
の
一
日
の
出
来
事
や
、
楽
し
か
っ
た

こ
と
悔
し
か
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
あ
げ
る

絶
好
の
機
会
で
す
。
家
族
の
生
活
時
間
が

合
わ
ず
、
み
ん
な
で
食
事
を
す
る
の
は
難

し
い
家
庭
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
家

族
に
と
っ
て
大
切
な
時
間
と
し
て
、
一
緒
に

食
事
を
す
る
努
力
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
暮
ら
し
の
人
も
、時
に
は
気
の
合
っ

た
お
友
達
と
食
事
を
す
る
機
会
を
持
っ
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
食
文
化
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

　

日
本
に
は
昔
か
ら
地
域
に
根
付
い
た
郷

土
料
理
や
行
事
食
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は

食
の
欧
米
化
が
進
み
、
食
生
活
が
豊
か
に

な
っ
た
一
方
で
、
家
庭
で
郷
土
料
理
や
行
事

食
を
作
っ
て
食
べ
る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
取
れ
る
新
鮮
な
魚
介
類
や
農
産

物
を
使
っ
て
作
ら
れ
る
、
地
元
な
ら
で
は

の
味
を
家
庭
で
楽
し
む
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
人
の
大
切
な

役
割
で
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
ふ
く
つ
キ
ッ
チ

ン
」に
い
ろ
い
ろ
な
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
家
庭
で
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
食
」へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

　

私
た
ち
の
食
生
活
は
、
た
い
へ
ん
豊
か

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
食
糧
自
給

率
は
わ
ず
か
39
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
自

然
の
恩
恵
や
生
産
者
の
努
力
、
料
理
し
て

く
れ
る
人
の
お
か
げ
で
食
べ
物
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
、
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
食
べ
物
を
粗
末

に
せ
ず
、大
切
に
す
る
習
慣
が
根
付
き
ま
す
。

食
事
の
用
意
を
手
伝
う
こ
と
も
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は「
食
」へ
の
関
心
を
高
め

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

集
し
ま
す
。
ご
近
所
同
士
で
、
地
域
の
認

知
症
予
防
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

●
教
室
の
概
要
●

　

１
週
間
に
１
回
程
度
、
読
み
書
き
教
材

や
計
算
教
材
を
使
用
し
た
学
習
を
通
じ
て
、

高
齢
者
の
認
知
症
予
防
、
地
域
と
の
交
流
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
実
施
グ
ル
ー
プ
の
要
件
●

　

教
室
の
運
営
、
受
講
生
の
学
習
を
お
手

伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
、
市
内
在
住
者
で
構

成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ（
お
お
む
ね
受
講
生
２

人
に
学
習
支
援
ス
タ
ッ
フ
１
人
が
必
要
で

す
）。
開
校
ま
で
の
支
援
や
、
教
材
の
手
配

は
市
が
行
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

市
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課

（
福
間
庁
舎
）　

☎
４
３・８
２
９
８

　

ご
近
所
同
士
で
、
地
域
の
認
知
症

予
防
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
す
っ
き
り
脳
の
健
康
教
室
」の
運
営
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す

●
い
き
い
き
健
康
課（
ふ
く
と
ぴ
あ
）☎
３
４
・
３
３
５
１

毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」で
す
。

●市民課（福間庁舎） ☎４３・８１０３●市民課（福間庁舎）☎４３８１０３

～福津市民の窓口～

福津市市民課から福津市市民課から

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
市
外
に
転
出
し
て

も
引
き
続
き
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

福津市市民課から

　

６
月
は
食
育
推
進
月
間
で
す

ここんんににちちはは！！

●郷育推進課（津屋崎庁舎）
☎５２・４９６９

市内のアンビシャス広場の活動を紹介します

「タケノコ掘り体験」
　４月２８日、市内の７つのアンビシャス広場合同の
連絡会で「タケノコ掘り体験」をしました。
　バスに乗り込んで本木の「たけっこパーク」へ移動！
　郷育カレッジ生の秋山さん、森田さんの指導のもと、
３５人の子どもたちが汗をかきながらタケノコを掘り
ました。
　「こっち手伝っ
て～！」「わーい、
掘れたよ!!」
　あちらこちら
に笑顔と歓喜の
声が飛び交いま
した。

「神興東アンビシャス広場」
　５月１９日、神興東アンビシャス広場新入生歓迎会
を行いました。
　子どもたちは自分たちの力でかまどを作り、火をお
こし、竹パンを作るというワ
イルドな体験をしました。竹
パンがコゲパンになってし
まった子もいましたが、みん
なの感想は「おいしかった！」
　その後、ボランティアの大
学生のお兄さん、お姉さんと
一緒にゲームを楽しんだり
して、新入生もすっかりアン
ビっ子の仲間入りです。

高齢者サービス課
（福間庁舎）
☎４３・８２９８

▲教室の様子
▲ タケノコ掘りの説明を真剣に聞く子ど
もたち ▲竹パン作りに挑戦！



生活安全課（福間庁舎）　☎43・8106教育総務課文化財係・古墳公園建設係教育総務課文化財係・古墳公園建設係
（津屋崎庁舎津屋崎庁舎横）☎）☎52・4964968
教育総務課文化財係・古墳公園建設係
（津屋崎庁舎横）☎52・4968

男女共同参画・消費生活・文化財 環　境
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人
口
減
少
や
高
齢
化
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
が
迫
ら
れ
る
今
、
内
閣
府
で
は

「
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
日
本
再
生
」を
重

点
と
し
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
以
上
経
過
し

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
そ
の
爪
痕
は
大
き

く
、
復
興
に
は
ま
だ
相
当
の
年
月
が
必
要

で
す
。
そ
の
現
場
で
は
、「
男
性
だ
か
ら

こ
れ
を
す
る
、女
性
だ
か
ら
こ
れ
を
す
る
」

と
い
う
考
え
で
は
な
く
、「
で
き
る
こ
と

を
で
き
る
人
が
や
る
」と
い
う
意
識
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
男
女
が
お
互
い
を
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
何
事
に
も
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
む
と
い
う
男
女
共
同
参

　

本
年
度
の
内
閣
府
男
女
共
同
参
画

週
間
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
あ
な

た
が
い
る　

わ
た
し
が
い
る　

未
来

が
あ
る
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

画
の
考
え
そ
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
一
方
で
震
災
後
に
問
題
と
な
っ
た

の
は
、
避
難
所
に
女
性
の
視
点
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

避
難
所
に
よ
っ
て
は
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス
が

な
い
、
洗
濯
物
を
干
す
ス
ペ
ー
ス
が
男
女

共
用
の
１
カ
所
の
み
と
い
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
女
性
の

視
点
に
立
っ
た
防
災
の
取
り
組
み
の
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

本
年
度
は
地
域
推
進
員
と
と
も
に
、「
女

性
の
視
点
か
ら
の
防
災
対
策
」に
つ
い
て

考
え
て
い
く
予
定
で
す
。
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
、そ
し
て
再
生
の
鍵
と
な
る
の
は
、

女
性
の
参
画
で
す
。
防
災
の
時
点
か
ら
男

女
共
同
参
画
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
万
が

一
の
備
え
が
よ
り
強
固
に
な
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

元本保証はあるの？一時払い終身保険津屋崎塩田の遺構
　現在、銀行窓口では多様な保険商品が販売されて
おり「一時払い終身保険」のトラブルが急増しています。
「一時払い終身保険」とは、契約時に保険料を全額払
い込むタイプの保険商品です。死亡保障だけでなく、
経過年数によって死亡保険金や解約返戻金が増加する
という貯蓄性も備えているため「預金するより利回りの
良い商品」などと勧められ、契約内容を理解できないま
ま、預金と誤解して契約しているケースも見うけられます。
　しかし、定期預金とは異なり元本保証の商品ではあ
りません。経過年数によっては、
中途解約時の返戻金の金額が元
本を下回る事もあります。契約の
際は内容をよく確認することが大切
です。（国民生活センターより）

※ 毎週月・水・金曜日（９：００～１６：００）は市役所福間庁
舎で消費生活相談員が相談を受け付けています。
※ 福岡県消費生活センター（☎０９２・６３２・０９９９）で
も随時相談を受け付けています。気軽に相談ください。

　先ごろ、津屋崎塩田跡の一部で試掘調査を行い
ました。新しい盛り土の下に塩田の頃の砂地が残っ
ており、塩づくりの施設も一部が見つかりました。
写真は試掘坑の壁にかかる形で検出した幅６０ｃｍ
ほどの半円形の穴です。穴の周囲は灰色の粘土が
貼ってあります。半分を掘下げると、内側に板組み
が残っていました。これは塩が付いた砂を集め、濃
い塩水をつくる沼井（ヌイ）とよばれる施設の一部で、
今回見つかったのは濃い塩水をヒシャクで汲み出す
マエツボと呼ばれる部分であると考えます。時期は
限定できませんが、
津屋崎塩田で塩づ
くりが行われた江
戸時代から明治の
いずれかの時期に
つくられたものとい
うことになります。

何の数字？・・・５日
⇒１９５３年からの比較で
桜の開花が早まった日数
地球温暖化が実感できる
数字ですね。

　家電４品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫（冷凍
庫）、洗濯機（衣類乾燥機））は、使い終わったら
適正にリサイクルしましょう。
　不適切な出し方をすると、深刻な環境汚染を
引き起こす恐れがあります。
　豊かな自然と人々の生活を守るために、下記
の点に留意してください。

◉　 家電４品目を処分するときは、安易に不用
品回収業者に依頼しないでください。

依頼してはいけない理由

①　 不法投棄の原因になるため。（不用品回収業
者が回収した家電製品は、適正にリサイク
ルされているか確認することができません）

②　 依頼者から高額な料金を請求する業者が一
部にいて、トラブルや犯罪に巻き込まれる
のを避けるため。

③　 使用済みの家電４品目は、法律によりリサ
イクルが義務づけられているため。

◉　 使い終わった家電４品目は、電気店で家電
リサイクル料金を支払って処分するか、ま
たは郵便局でリサイクル券を購入して適切
にリサイクルしてください（資源として再
生利用する）。

◉　 新しくまだ十分使える家電製品は、信用で
きるリユースショップに買い取ってもらい
ましょう（中古で
再使用する）。

家庭から出す粗大ご
みや不用品について
も正しく分別収集し
ましょう。

　カラスや野良猫によるごみ袋の食い破りが増
えています。
　ネットをかけたり、ポリバケツ（風で飛ばな
いように重石など入れてください）などに入れ
て出しても構い
ませんので、ご
みが散乱しない
ようにご協力く
ださい。

●うみがめ課（津屋崎庁舎）
☎52・4952（環境づくり係・清掃対策係）　☎52・4953（資源リサイクル係）
FAX52・4469　E-mail  umigame@city.fukutsu.lg.jp

５月からライターの
出し方が変わりました

いらなくなった家電製品は
正しくリユース、リサイクルを！

燃やすごみの出し方
（食い破り防止にご協力ください）

　ごみ収集車の車両火災事故を防ぐ
ため、５月から１００円ライター、
チャッカマンなど（以下「使い捨てラ

イター」という）および金属製ライターの出し方を
変更しました。ご協力をお願いします。
（変更前）
○使い捨てライター
　ガスを使い切るか抜き取って「燃やすごみ」とし
て出す、または「金属混合物」として分別収集
○金属製ライター
　ガスを使い切り金属混合物として分別収集

（変更後）
　いずれのライターもガスを使い切るか抜き
取って、新たに準備した「ライター」専用コンテ
ナに出してください。分別収集の種別としては、
「金属混合物」です。

●男女共同参画推進室（福間庁舎）
☎43・8116 

▲ 地域防災など郷づくりにも男女共同参画の
視点を

▲マエツボ

６月２３日から２９日までは
男女共同参画週間です ごみの出し方と家電リサイクル


